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社交ダンス
月4回 8：00～

19：00（初心者）・19：
00～20：30（一般）中
央公民館 ダンスシューズ
社交ダンス経験者 5～
6人 3,300円（初心者1
回500円） 1,000円
エコマダンスサークル☎
090-1252-4267片山
ジャズボーカル
毎第2・ 4：00～

16：00岩戸地域センター
または南部地域センター。
講師を迎えジャズの名曲を

レッスン 筆記用具 初心
者、ジャズボーカル愛好
家 3,000円 ジャズ ボ
ーカル スマイル☎090-
3599-3164
ピアノ
毎 第2・ 3：00～

14：30野川地域センター。
楽譜の読めない初心者歓
迎、無料体験あり 筆記用
具 中高年 2,000円
中高年からのかんたんピア
ノ☎090-5753-4218
社交ダンス
月4回 4：30～16：

00市民総合体育館。A級
指導員がスタンダード、ラ
テンを指導 ダンスシュー

ズ 初級、中級 2,500
円 1,000円 締切3月
1日 サンライズ☎・
FAX044-977-6016大塚
太極拳
毎第1・2・ 3：50

～16：00市民総合体育
館。気功等も取り入れた
入念な準備運動と基本動
作の訓練。初心者歓迎
動きやすい履物 市内在
住者 2,500円 1,000
円 狛江太極拳倶楽部☎・
FAX3480-4589植田
書道
毎 第2・4 3：30

～15：30西河原公民館。
講師の指導で練習 書道セ
ット、半紙 3,500円
こま書道会☎・FAX3430-
4794児玉
書道
毎第1・2・ 4：00

～17：00駄倉地区センタ
ー。ペン、毛筆。初心者歓迎。

見学可 5歳以上 5人
4,000円 2,000円 事
前 玉朱会☎・FAX3489-
4694
マージャン
毎第1・3 毎第2・
2：35～16：55中

央公民館または西河原公民
館。7～9卓で腕を競い表
彰、獲得点数で組替 飲み
物、 向上を目
指す人 男性2人、女性4
人 600円（3カ月分一括
1,500円） 2,000円
締切28 健康マージ
ャン「こま・A」☎080-
3021-5569塩見
社交ダンス

18：30～20：30
中央公民館。プロ講師の
指導でレッスン。女性歓
迎。無料体験あり ダンス
シューズ 40～70歳代
40人 2,500円 1,000
円 いずみダンス愛好会☎

090-5325-0424山崎
小学生バレーボール

16：00～18：
30、毎 7：00～19：
30、毎 定（遠
征、試合あり）緑野小学
校。見学・体験歓迎 体育
館履き、飲み物、タオル
小学1～4年生の女子
3,000円 事前 狛江セ
ブン☎080-5376-8471
山本 http：//komae7.
wix.com/komae7#
英語（中級）
月4 10：00～

11：30中央公民館。英国
人女性講師から会話や英
文記事を学ぶ。見学可 E
メールで通信可能な女性
1人 4,000円 事前
狛江英語会☎・FAX3480-
7797 ara_ke i ta i@
t.vodafone.ne.jp荒畑

2～3歳児向け親子体操
10：00～

11：00野川地域センタ
ー。4月からの新会員を募
集。3 ・10日 17

に無料体験（各回先
着3組） 飲み物、汚れて
も良いタオル 1,000円
事前 プチ・バルーン
ayato.12060@gmail.
com大信
ゴルフ
年6回近くのゴルフ場
ゴルフ用具 女性、年

齢制限なし 6人 5,000
円、参加費各回2,000円
事前 狛江レディース会
☎090-9311-4195 上村
親子体操
月 10：00～

11：00野川地域センタ
ー。子どもと一緒にママも
ストレッチでリフレッシ

ュ 飲み物、タオル 1歳
半くらいからの未就園児と
母親 5組 1,000円 事
前 カムカム・ひっぱりー
の kamukamucome@
gmail.com本田
スポーツ吹矢
月4 14：00～

16：00。健康増進や仲
間づくり。体験会＝3月
1日 ・15日 布市市
民プラザ「あくろす」で
開催 500円（用具は
無料貸し出し） 20人
3,000円 2,000円
狛江・桜いきいきクラ

ブ ☎・FAX3326-9229 
hh1019hidehiro @

jcfc.net半田
英会話

13：00～14：
30/15：00～16：30中
央公民館または西河原公民

館。カナダ人講師を中心
に会話で学ぶ。初・中級
混合。日本語禁止 テキ
スト、筆記用具（見学時
は不要） Eメールで連絡
可能な人（携帯可） 各回
先着1人 4,000円（テキ
スト代随時） 事前 狛
江国際友好クラブ☎080-
3277-1019（ 休 日 の
み ） katsfujii@jcom.
home.ne.jp藤井
絵画

9：30～12：
00南部地域センター。初
心者歓迎 画材道具（貸し
出し可） 1,000円 土
曜会☎080-5515-9709
岡本

「komaeの仲間」4月号の
原稿締切は2月28
す

小田急線和泉多摩
川駅近くにあるすみれ
美容室(東和泉3-3-

14)は、半世紀以上の歴史を持つ市内
に古くからある美容室のひとつ。
店主の渕澤芳子さん(68)の叔母で後
に養母となる渕澤初子さん（大正12年
～平成24年)が、昭和30年代半ばに父
の親戚の紹介で狛江へ転居して美容室
を開業、自身が好きだった花のすみれ
にちなんだ店名を付けたのが同店の始ま
り。
初子さんは大田区生まれで、太平洋
戦争中は栄養士として軍需工場で働いた
が、戦後間もなく結婚して実家の離れに
住んだ。おしゃれで美容に関心が高かっ
た初子さんは、銀座の美容室に勤めて
美容師の免許を取得して独立、昭和20
年代後半に大田区の自宅で美容室を始
めた。同じ家に生まれた芳子さんは幼い

頃、その店によく出
入りして、客にかわ
いがられたという。
芳子さんは中学時
代、狛江の美容室を
度々訪れ、店や家事
を手伝った。最初は

美容師になるつもりはなかった
が、初子さんや両親の勧めで、
高校在学中に美容師の免許を
取得し、高校を卒業した42年
に同店の従業員になった。
芳子さんは、新人の住み込み
従業員として姉弟子と同室で寝
起きし、仕事の合い間に交代で
食事の支度や買い物をする「合
宿のような生活」が数年以上続
いた。店で以前のように店主の

初子さんを「叔母さん」と呼ぶと厳しく
叱られ、社会の上下関係を初めて経験し
たという。
当時、同店はカット技術が評判で新宿
から電車で訪れる客もいた。また、狛江
には美容室が少なかったため、多くの客
で繁盛した。営業時間は午前8時から午
後8時までだったが、閉店間際に来店す
る人もおり、午後10時過ぎまで働くこと
も多かったという。特に大 は多忙を
極め、夜明け前まで働き、年始も、仕
事始めに職場へ和服で出かける人が多
く、正月気分を味わう暇もなかったほど
だった。
初子さんは「美容の守備範囲は広く、
技術だけでなく感性や感覚を磨くことが大

切」と考え、芳子さんや弟子に美容技術
の研修会をはじめ音楽や絵画の鑑賞、観
劇を奨励してセンスを磨くように勧めた。
芳子さんも、大手美容サロンなどの研究
会に参加するなどして勉強を重ねるなか
で美容師を天職だと思うようになった。
芳子さんは、10数年前に初子さんの養女
となり店を任されたが、古くからのなじみ
客の中には初子さんを指名する人もおり、
80代始めまで店に立ったという。
同店は2代、3代続けて利用している
顧客も多く、市外へ転出しても通って来
る人も珍しくない。芳子さんは「お客
様に無理強いはせず、流行よりもその
人の頭の形に合った髪型になるよう配慮
しています。そうしたお客様との信頼関
係が長く続けられた秘けつです。仕上
がった髪型を見てお客様が笑顔になる
と、この仕事を続けてきてよかったと思
います」と話している。
すみれ美容室＝☎3489-1159　営
業時間＝午前9時～午後5時　火・水曜
休み

高い技術とセンスで顧客とのきずな

昭和30年代半ばに狛江で開業／多忙を極めた年末年始

渕澤芳子さん

創業者の渕澤初子さん
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狛江市市民活動支援センター（愛称
こまえくぼ1234）がオープンして10
カ月になり、活動が次第に軌道に乗り
つつある。同運営委員会委員長の三島
瑞子さん(77)に話を聴いた。

「市内には文化や環境問題、社会福祉
など公益性の高い活動を行っている団体
や個人が数多く存在しています。支援セ
ンターは、平成15年に制定された『狛
江市の市民参加と市民協働の推進に関
する基本条例』に沿って、地域課題を解
決するため、こうした市民の活動を支援
し、市民が行政と協働でまちづくりを進
める場として開設されました」
「支援センターの施設は、狛江駅から喜
多見方向へ徒歩５分の小田急線高架下
（和泉本町1-2-34☎5761-5556）
にあり、狛江市社会福祉協議会が運営
しています。開館は午前10時から午後
5時で、火曜日と祝日が休館日です。
ボランティアや市民活動についての相談
窓口を設けているほか、さまざまな講座
を催したり、団体交流サロンを開いたり
します。館内には机やイス、パソコン、
コピー機などを置いたフリースペースが
あり、ミーティングなどに利用できます。
情報コーナーには情報誌やイベントなど

の情報をそろえています。また、公衆無
線ＬＡＮも完備しています」

「 私 は
支援セン
ター設立
の 運 動
にかかわ
り、運営
準備委員
会委員か
ら運営委

員長になりました。委員はNPO法人や
町会、自治会、商工会などさまざまな分
野の17人で構成され、委員会を年数
回開いています。委員は運営に直接携
わりませんが、事業計画や仕事の評価を
行い、運営全体の方向性を決めます」
「今年度はボランティア・市民活動を初
めて行う人のためのサロンやスタートアッ
プ講座、ネットワークづくりのための団
体交流サロンなどを行いました。まだ、

スタートから間もないので、まず支援セ
ンターの存在をＰＲし、利用を高めること
が第一です。そのうえで自主的に活動
する市民を育てたり、団体や個人が交流
し、市民活動の情報収集や発信機能を
果たす、支援センターを出会いと結びの
場にすることが大切だと考えています。
また、ホームページを開設し、双方向の
情報発信の場にしたいと考えています」

三島瑞子さんの横顔＝中国・大連生
まれ。昭和21年に父の郷里
の鳥取県に引き上げ高校卒業
まで過ごす。37年京都府立
大学福祉学科を卒業し翌年結
婚、43年に狛江へ転居。カ

ウンセリングセンターに通い、病院、作
業所に勤め、精神保健福祉士の資格
取得。3人の子育てをしながら公民館
付属保育室づくりなどの運動に関わる。
63年に精神障がい者などの自立を目的
にした狛江さつき会を設立（後にＮＰＯ
法人化）、理事長に就任し就労支援事
業所やグループホーム、地域生活支援
センターの運営などに携わる。趣味は
散歩、絵画鑑賞、読書、色鉛筆画。

狛江市市民活動支援センター
（こまえくぼ1234）
運営委員会委員長

三島  瑞子さん

市民活動の情報収集や発信機能を果たし、出会いと結びの場にしたい


